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   The composition and structure of nuclei of infection stones were investigated. Twenty seven out 
of 40 renal stones were found to contain struvite and/or carbonate apatite in the nuclei as well 
as peripheral ayers, and 13 contained calcium oxalate. Some bladder stones also contained different 
substances in the nuclei. 
   In some infection stones whose architecture was studied in thin section and with scanning electron 
microscopy, we found large numbers of bacteria in the nuclei composed of struvite and/or apatite. 
Though we could find no bacteria within the nuclear parts composed of oxalate, we found them in 
apatite layers outside the nuclei. 
   Urea-splitting bacteriaare suggested to participate both in the initial formation of struvite stones 
and in the diversion of oxalate stones into phosphate stones. Such bacteria may play important roles in 
stone formation, not only as promotors of crystalization of struvite and apatite but also as a component 
such as of an organic matrix. 
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緒 言
感 染 結 石infectionstoncの構 成 は 結 晶成 分 と して
リン酸 マ グネ シ ウム ア ンモ ニ ウ ム(MAP,struvitc)
と リン酸 カル シ ウ ム(CaP,carbonateapatite),有
機 成 分 と して ム コ蛋 白,細 菌 よ りな る が1),その成 因
は尿 素 分解 細 菌 の感 染 に よ る尿性 状 の変 化 に よ る とさ
れ る2・3).この結 石 の場 合,結 石 の発 生 と増 大 が 同 じ
機 序 で あ るか,す な わ ち尿 路 感 染 が先 行 し,こ れ が 原
因 で結 石 が発 生 した のか,ほ か の成 分 の結 石 が で き,
そ の 後に 尿路 感 染 が 加 わ り,感 染結 石 と して増 大 した









































およびCaPで あるが,MAPを 多 く含むもの,CaP



















になっており,周 辺部は 茶褐色の層が 密に なってい







酸カルシウム(CaOX)と推 察され,後 の 分析にて
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した.す な わ ち ひ とっ は 核 部 と外 層 部が 同一 成 分 の も
の,ほ か は核 部 と外 層 部 の成 分 の異 な る も の とで あ る.
前 者 をprimaryinfectionstoneとす れ ば,後 者 は
secondaryinfectionstoneとい うべ き もの で あ る.
そ こ でつ ぎに,primaryinfectionstoneにつ い て は
核 部 を 中 心に 構 築 を調 べ,secondaryinfectionstone
に つ い て は お もに 核 部 か ら外 層部 の移 行 部 に つ い て 構
築 を 調 べ た.
2.核 部 の構 築 に つ い て
1)primaryinfectionstone
腎 結 石 の 薄 切 標 本(PAS染 色)で の 観察 では,核
部 は比 較的 有 機 成 分 が少 な く,結 晶成 分 の 多 い も のや,
逆 に有 機成 分 に 富 ん だ ものが み られ た.Fig.4Aは
Fig.2Aの結 石 の核 部 の もの で あ るが,核 の大 き さ
は 約1×2mmで,あ ま りPASに 染 ま らず,大 きな
MAPと 思 わ れ る 結 晶 と 穎 粒 状 のCaPの 球形 体
spheruliteよりな って い た(Fig.4B).この球 形 体
は中 央 に 凹 み が み られ,あ た か も赤 血 球 の よ うで あ っ
た.Fig.5AはFig.1の 核 部 の もの で あ るが,核
の 大 き さは 約1×1mmでPAS陽 性 の有 機 成 分 が












晶が 沈着してお り,細菌そのものは 死骸と推察 され
た.また別の結石の核にはFig.8のごとく,多数の
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形成し,こ の核部を多数のCaOXの 結晶が とりか
こみ,有 機物やCaP(こ の場合hydroxylapatite
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部 分 が 付 着 して お り,こ のapatiteの部 分に はFig.
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約1/3に 見 られ た.リ ン酸塩 結 石 の核 部 成 分 が 外 層
部 と異 な る場 合 もあ る ことは これ まで 指摘 され て い る
が2・4'7),どれ くらい の 頻 度 で あ るか の 報告 は な い よ
うであ る.
CaOXを 核 部 とす る感 染 結 石 は 初 め 蔭 酸 結 石 が 形
成 され,後 に 尿 路 感 染が 加 わ り,感 染結 石 とし て発 育
した もの と考 え られ る.し た が って 外 層部 と核 部 の成
分が 同 一 の も のは 初発 結 石 の形 成 の 原 因 は 尿路 感 染 で
あ り,こ れ をprimaryinfectionstoncと呼べ ば,
CaOXを 核 部 とす る感 染結 石 はsecondaryinfect-
ionstoneと呼 ぶ べ き と考 え られ る.
primaryinfectionstoneの場 合,初 め1～2コ の
直径 約1mmの 球 形 ～ 長 球形 の 核 を形 成 し,こ れ を
ひ とつ の核 部 と し同心 円状 に 層 構 造 を と り,さ らに 小
結 石 を 含み つ つ しだ いに 増 大 し,腎 結 石 で は サ ン ゴ状
の形態 を と るに い た る.こ れ らの 核 は結 晶成 分 と し て
CaP(carbonateapatitc)およびMAP(struvite),
有 機成 分 と し てmatrix,細菌 な ど よ り成 り,外 層 部
とま った く同 一成 分 であ るが,結 晶成 分 の 多 い もの や
有機 成 分 の 多 い もの な ど さ ま ざ まで あ る.核 形 成 の機
序 の詳 細 は 不 明 で あ るが,尿 素 分 解 細 菌 の 感 染に よ り
ア ンモ ニ ア濃 度 の上 昇,尿pHの 変 化(ア ル カ リ化),
尿 中Ca,P,Mgの 濃 度 あ る い は クエ ン酸 さ らに ム




























































が,こ の場合 も多 くは非尿素分解細菌である.しかし,
ときにProteusmirabilisやStaPhylococcusなど





























本論文の要 旨の一部 は第71回日本泌尿器 科総会において発
表 した.ま た本研究の一部 は文部省 科学研 究費補 助金一般研
究C課 題番号58570656によった.
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